




















2007 年 11 月3 日(土) 12 時  於  京都大学百周年時計台記念館百周年記念ホール 
挨拶 京都大学理事･副学長  西村周三 
テーマと報告構成の説明 京都大学大学院経済学研究科教授 塩地 洋 
報告 フォーイン 第一調査部部長 周 政毅 中国乗用車市場における製品競争力 
 
大阪商業大学准教授    孫 飛舟 自動車購買者の店舗選択 
         ――2007年8月北京ユーザー調査から――  
京都大学大学院学生    李 澤建   インターネット情報の影響分析 
金沢学院大学講師          西川純平  ユーザーの買い方とディーラーの売り方 
J.D.パワー･アジアパシフィック部長木本 卓   ユーザーのクルマの選び方 
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て以下に私のコメント付きで紹介する。  ※ ◎は配信されてきた本文。 →は私のコメント。 
 


















































５．レンガ工場の６５％が無許可＝虐待事件で６９人起訴－山西省 ： ８／１３ 北京時事 
◎山西省の闇レンガ工場で、誘拐された労働者や未成年者が虐待された事件を受け、中国政府の調査
チームは、１３日、記者会見し、同省内のレンガ工場４８６１か所のうち、６５．５％に当たる３１８６か所が
無許可経営で、８万１０００人が不法雇用されていたと発表した。闇レンガ工場をめぐる２７件の事件に
関与した６９人が起訴された。一方、政府は事件発覚後の７月以降、レンガ工場や採炭場、小規模鉱山、
作業場を重点的に調査。７月末までに全体の２４％が無許可経営で処分されたほか、５３％で労働者と
契約を交わしていなかった。調査を受けて５３件の刑事責任を追及し、容疑者１４７人を逮捕した。 
→この記事は、人手不足の現象について、直接触れているわけではない。しかしこれから人手不足の一
大要因を読み抜くことができる。この記事にはレンガ工場の６５％が、無許可工場であったと記されてい
る。つまりこれらはモグリ工場であり、今まで政府の統計数値にはまったくあらわれてこなかったもので
ある。これらのモグリレンガ工場については、悪質な違法行為があったため、政府が調査に入って始め
てこのような結果が判明したのである。ここで注目しなければならないのは、このようなモグリ工場が、
全産業に渡って中国全土に無数にあり、それは正規の工場よりもはるかに多く、しかも統計数値にはい
っさい反映されていないという実状である。私の周辺にも、繊維産業のモグリ工場が乱立しているので、
それは実証できる。中国政府もこれらの実状については、調査不能のためまったく把握できていない。
つまりそのモグリ工場に、多くの労働者が吸収され、人手不足という事態を引き起こしているのである。
ところが政府へ登録済みの正規の公司の統計数値で、就業可能な全労働者を割り振った場合、当然
のことながら労働力過剰という計算になる。結果として、この数字を基にして、巷に失業者があふれて
いるかのような幻想が展開されているのである。 
 
